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渡辺彩加

本書は初版の９章と1991年の増補版で追加された２章の計11章から成り立っている。筆者
は「国民は〔イメージとして心の中に〕想像されたものである」(p. 24)と述べた。この国
民は宗教的想像共同体が衰退していく中で形成され、その要因として筆者は出版資本主義

を挙げている。これまでお互いに異なる言語を話すために理解できていなかった人たち

が、印刷や紙、出版語によって相互了解が可能になり、読者同胞が形成されてきた。植民

地国家の想像の仕方に関して筆者は、人種的また数量的に行われた人口調査、ロゴ化した

地図、また博物館がそれぞれナショナリズムに影響を与えてきたと説明している。増補さ

れた章では、なぜ旧空間において新空間より早くナショナリズムが勃興したのかを解説し

ている。国民として伝記となって残っていく際には「われわれのもの」として記憶または

忘却されなければならないことを述べた。このように本書はナショナリズムを見直すきっ

かけとなる、まさに金字塔的な研究書である。
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